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ご注意

保証について

HP 製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HP はいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ ・ ソフ ト ウェア、 コンピュータ ・ ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211 および 12.212 の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2009-2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Microsoft® および Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe®、 Acrobat®、 PostScript® は、 Adobe Systems Incorporated の商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このガイ ドの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の登録は、 次の Web サイ トから行

な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP Passport のログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HP の営業担当にお

問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、 セルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術

支援ツールに、 素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は、 次のとおり

です。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポート ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 ま
た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセス

してください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 はじめに
この章では、 インフラス ト ラ クチャ管理の概要、 および HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure (インフ

ラス ト ラ クチャ  SPI) を効果的に使用して企業全体のインフラス ト ラ クチャを管理する方法について説明し

ます。 インフラス ト ラ クチャの リ ソース とプロセスの管理、 アプリ ケーシ ョ ンの監視、 およびシステムの監

視に役立つ概念について紹介します。

インフラスト ラクチャ管理とは

企業のインフラス ト ラ クチャへの依存度が高まるにつれ、 IT インフラス ト ラ クチャを管理する方法や手段を

見つけ出すこ とが現実的に必須となっています。 インフラス ト ラ クチャ管理は、 ビジネス  ク リ ティカルなシ

ステムの維持と最適化に役立つだけでなく、複雑で分散化された IT インフラス ト ラ クチャ設定でのリ ソース

の可用性を確保します。

図 1　 インフラス ト ラ クチャ管理の論理的な表現

インフラス ト ラ クチャ管理では、分散したオペレーティング システム、アプリ ケーシ ョ ンやス ト レージ サー

バー、 ク ラスタ、および仮想マシンの使用方法を監視、分析、および最適化できます。 インフラス ト ラ クチャ

リ ソースの使用率を予測し、 ク リ ティカルなビジネスの可用性に影響が出る前に、 IT インフラス ト ラ クチャ

の問題を回避または解決できます。 また、 最適なシステムのパフォーマンス とセッ ト アップ全体の可用性を

確保できます。

グローバルな組織内の各種のインフラス ト ラ クチャ環境を管理するには、 ク リ ティカルな情報のフローを調

整して、 問題をすばやく解決し、 ダウンタイムを減らしコス ト を削減する必要があ り ます。
7



システム インフラス ト ラクチャの管理

システム インフラス ト ラ クチャは、 企業にとって欠かせない基盤またはベース  インフラス ト ラ クチャです。

CPU、 オペレーティング システム、 ディ スク  メモ リ、 ネッ ト ワーク  リ ソースなどがこの中に含まれ、 継続

的に監視して基となる物理システムの可用性、 パフォーマンス、 セキュ リ ティ、 およびスムーズな動作を保

証する必要があ り ます。 

システム ダウンタイムは、 顧客へのサービスの品質に影響を与えます。 たとえば、 中央の Web サーバーで

CPU ボ トルネッ クが発生する と、ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを通じてサーバーにアクセスしている顧客

への応答が遅くなる可能性があ り ます。 これは、製品とサービスに対する顧客満足度に直接影響します。 この

よ うなシナリオは、 システム インフラス ト ラ クチャを継続的に監視するこ とによって回避できます。 

システム インフラス ト ラ クチャを管理する と、 よ り高い効率性と生産性を実現できます。 インフラス ト ラ ク

チャ障害とパフォーマンス劣化の根本原因の関連付け、 特定、 および解決に役立ちます。 ベース  インフラス

ト ラ クチャの傾向とパフォーマンスを分析するこ とで、 将来の要件の特定とプランニングができます。

仮想インフラス ト ラクチャの管理

仮想では、コンピュータ  リ ソースを複数の実行環境に分けるこ とができます。 物理ハードウェア レイヤを抽

象化して、IT リ ソースの使用率を向上させます。 仮想マシンを使用する と、いくつかの使用率が低いサーバー

の負荷を少数のマシンに統合して、 ハード ウェアの効率的な使用率を実現できます。 また、 環境コス トの削

減、 およびサーバー インフラス ト ラ クチャのよ り簡単な管理も支援します。 仮想マシンを使用する と、 複数

のオペレーテ ィ ング システムを同時に実行できます。 バージ ョ ンが異なるオペレーテ ィ ング システムや、

まった く異なるシステムを、 ホッ ト  スタンバイ状態にできます。 また、既存のオペレーティング システムを

共有メモ リ  マルチプロセッサ上で実行させるこ とができます。 仮想マシンは論理エンティティであ り、 使用

している物理リ ソース とは切り離されているため、 ホス ト環境で リ ソースを動的に割り当てる こ とができ

ます。

仮想インフラス ト ラ クチャの管理では、 仮想インフラス ト ラ クチャを可視化および管理できる監視サービス

を提供するこ とで、 リ ソースの使用率を最大化します。 仮想インフラス ト ラ クチャを管理する利点は、 管理

コス トの低減、 異種リ ソースの管理の集中化、 パフォーマンスの向上、 および仮想システムに対する可視性

の向上を伴う可用性の向上です。

クラスタ  インフラス ト ラクチャの管理

ク ラスタ とは、 ネッ ト ワークを介してま とめられたシステムのグループで、 1 つのシステムに比べてシステ

ムのパフォーマンス と可用性の向上を目的と しています。 ネッ ト ワーク接続されたコンピュータに配布ソフ

ト ウェアをインス トールするこ とによって、 分散システムとな り、 ユーザーに単一システムのイ メージが与

えられます。 Serviceguard (HP-UX および Linux) や Microsoft Cluster Server (MSCS) などのク ラスタは、 サー

バーを管理して高可用性を実現するためによ く使用されます。

システムのク ラスタ化には、 目的に応じてさまざまな方法があ り ます。 たとえば、 「高可用性 (HA)」 ク ラス

タは、ビジネス  ク リ ティカルなアプリ ケーシ ョ ンとサービス専用のサービス可用性を確保するために作成さ

れます。 HA ク ラ ス タには冗長ノードがあ り ます。 特定のアプ リ ケーシ ョ ンを実行しているサーバーがク

ラ ッシュする と、 そのアプリ ケーシ ョ ンは、 管理者の介入なしで別のシステムですぐに再起動されます。 こ
の冗長性によって、 単一点障害が排除され、 サービスの高可用性が得られます。 ク ラスタのも う  1 つのカテ

ゴ リ と して、 「負荷分散」 があ り ます。 負荷分散クラスタは、 ク ラスタのメンバであるシステム間で負荷を共

有し、 単一の仮想コンピュータ と して動作します。 
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ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャの監視では、 ク ラスタ内のすべてのノードを可視化および管理できる監視

サービスを提供するこ とで、 リ ソースの可用性とシステム パフォーマンスを最大化します。 ク ラスタ  インフ

ラス ト ラ クチャの利点は、管理の集中化、パフォーマンスの向上、およびク ラスタ  ノード と リ ソース  グルー

プの可用性の向上です。

HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure

HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure (インフラス ト ラ クチャ  SPI) は、 HP Operations Manager (HPOM)
と統合してソフ ト ウェア スイート を形成し、 システム、 高可用性ク ラスタ  (HA ク ラスタ )、 仮想インフラス

ト ラ クチャを含む企業全体にわたる分散型ベース  インフラス ト ラ クチャを対象とするよ うに、HPOM の管理

スコープを拡張します。 インフラス ト ラ クチャ  SPI には、 IT インフラス ト ラ クチャの重要な要素をすばやく

制御できる事前に定義された管理ポリシーが用意されています。 これらのポ リシーを使用する と、 ク ロス  ド
メ イン IT インフラス ト ラ クチャ  イベン ト と関連アプリ ケーシ ョ ンを関連付けて、 それらのイベン ト を階層

サービス  マップにマップできます。 マップ ビューには、インフラス ト ラ クチャ環境のリ アルタイムの状態が

表示されるため、 オペレーティング システム、 関連するソフ ト ウェア サービス、 さ らには、 CPU、 メモ リ、

スワ ップ スペースなどの重要なハード ウェア要素で報告されるアラームの根本的原因を特定するのに役立

ちます。

インフラス ト ラ クチャ  SPI を使用する と、オペレーティング システムや関連するソフ ト ウェアとハード ウェ

アの機能を監視および管理できます。 オペレーティング システムと関連するインフラス ト ラ クチャは、 ク ラ

スタ化され仮想化された環境に置く こ とができます。 

イ ン フ ラ ス ト ラ クチャ  SPI は、 HP Operations Agent、 HP Performance Agent、 HP Reporter、 HP Performance
Manager などの他の HPOM 製品と統合されます。
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2 インフラスト ラクチャ  SPI のアーキテクチャ
インフラス ト ラ クチャ  SPI は、 インフラス ト ラ クチャの可用性とパフォーマンスの向上、 容量の不足や傾向

の可視化、 および環境全体にわたる総運用保守コス トの低減に役立ちます。 これらの SPI には、 単一システ

ム、 ク ラスタ環境、 および仮想化設定でのインフラス ト ラ クチャ問題を管理するための共通の統一されたモ

デルが用意されています。

HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure は、次の 3 つの SPI から構成されるソフ ト ウェア スイートです。 

• HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

• HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

• HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure
11



インフラス ト ラ クチャ固有のポ リ シー、 たとえばク ラスタ用のポ リ シーを簡単に見つけるには、 ポ リ シー

フォルダを使用します。 HPOM for Windows コンソールの場合、 [ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] →
[Infrastructure Management] → [ja] → [Cluster Infrastructure] で、 HPOM for UNIX/Linux コンソールの場

合、 [Policy Bank] → [Infrastructure Management] → [ja] → [Cluster Infrastructure] とな り ます。

Smart Plug-in for Systems Infrastructure

Smart Plug-in for Systems Infrastructure (システム インフ ラ ス ト ラ クチャ  SPI) は、 Microsoft Windows または

Enterprise Linux 配布を実行している企業全体にわたる単一システムの監視に役に立ちます。 この SPI は、 監

視対象システムのパフォーマンス、容量使用率、可用性、およびセキュ リティに関するアラート を  HPOM コ
ンソールに送信します。 システム インフラス ト ラ クチャ  SPI の検出ポリシーは、 管理ノードからハード ウェ

ア リ ソース、オペレーティング システム属性、アプリ ケーシ ョ ンなどのサービス情報を収集し、 この情報を

HPOM の [サービス] 領域に追加します。 

管理ノードが VMware vMA または Microsoft Hyper-V の場合、 検出ポ リシーは Virtualization Infrastructure SPI
の検出機能を起動します。 Virtualization Infrastructure SPI は、 ホス ト  マシン、仮想マシン (ゲス ト  マシン)、お

よびリ ソース  プールを検出します。

同様に、 管理ノードがク ラスタ  ノードの場合、 この検出ポ リシーはCluster Infrastructure SPI の検出機能を起

動します。 Cluster Infrastructure SPI は、 ク ラスタ、 ク ラスタ  ノード、およびリ ソース  グループを検出します。

Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure は、 仮想リ ソースのパフォーマンス、 容量、 および可用性の各要

素を監視します。 

仮想インフラス ト ラ クチャは、 以下のコンポーネン トから構成されます。 

ホス ト  マシン: さまざまな仮想マシン間でマシン  リ ソースの共有を可能にする物理マシンです。 

ゲス ト  マシン: ホス ト  マシン上で実行される仮想マシンで、 基礎となるハード ウェアまたはオペレーティン

グ システムの詳細情報を要約します。 

vMA: VMware の vSphere 管理アシスタン トで、ESX/ESXi および vCenter Server の各システムを管理するため

の事前にパッケージ化されたソフ ト ウェアが含まれています。 

Smart Plug-in for Cluster Infrastructure

Smart Plug-in for Cluster Infrastructure は、 ネッ ト ワーク上の高可用性 (HA) ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャを

監視するのに役に立ちます。 この SPI は、 ク ラスタ  ノードのパフォーマンス、 および可用性に関するアラー

ト を HPOM コンソールに送信します。 ク ラスタ  ノードの可用性は、ダウンタイムによ り影響を受ける可能性

があ り ます。 ダウンタイムは、 メンテナンスや定期的な操作 (アップグレード、領域管理、 システム再設定な

ど ) など予期されている場合や、 停電、 人為的ミ ス、 データ破損、 およびソフ ト ウェアやハード ウェアのエ

ラーなど予期されていない場合があ り ます。 

HA ク ラスタ  インフラス ト ラ クチャは、 以下のコンポーネン トから構成されます。 

ク ラスタ  サービス : ク ラスタの動作、 ク ラスタ  サーバー間の通信、 および障害発生時の操作を制御します。

ク ラスタ  ノード : 特別にリ ンク されたサーバーで、 ク ラスタ  サービスを実行します。

ク ラスタ  リ ソース  グループ: ク ラスタ  リ ソースのグループで、フェールオーバーの単位と して管理されます。 
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HP Operations Manager i

HP Operations Manager i (以降では HP OMi と呼びます) は、イベン トおよびパフォーマンス  マネージャで、大

規模かつ複雑な環境で、 運用インフラス ト ラ クチャの観点と同時にビジネス  サービスの観点から、 異機種

ネッ ト ワークを監視します。 これは、 インフラス ト ラ クチャの動作状況、 システム、 およびアプリ ケーシ ョ

ンに関する情報を収集して、 特定の動作上の問題の特定と解決を支援します。 

HP OMi は、 以下に役立ちます。

• システム とネッ ト ワーク全体にわたるインフラス ト ラ クチャの動作状況を示す優れたビューを作成でき

ます。

• イベン ト を 1 台の中央コンソールにま とめ、 IT インフラス ト ラ クチャ  イベン ト とエンド  ユーザー管理イ

ベン ト を関連付けるこ とができます。

• ト ポロジに基づいたイベン ト相関を使用して、 根本原因と イベン トの関係を自動的に特定できます。

• IT インフラス ト ラ クチャの高度なサービスの動作状況を効率的に利用できます。

HP OMi では、 これら を実現するために、 HP Business Service Management (BSM) プラ ッ ト フ ォーム と  HP
Operations Manager が必要とな り ます。 HPOM は、 管理環境で発生する  OMi レディ  イベン ト を、 それらを評

価する  HP OMi に転送します。 以下の図は、 HPOM と  HP OMi 間の通信を論理的に表現したものです。

図 2　HPOM と  HP OMi 間の通信の論理的な表現

HP OMi は、 content packを使用して、 HP OMi 管理サーバーのインスタンス間でカスタマイズされた HP OMi
関連データを交換します。 content packには、ユーザーが HP OMi を使用して IT 環境を管理できるよ うに定義

および設定した、 すべて (または任意の部分) の HP OMi のルール、 ツール、 マッピング、 割り当て、 および

メニュー オプシ ョ ンの完全なスナップシ ョ ッ トが含まれています。 HP OMi と  HP Operations Manager 間のト

ポロジを同期する と きに、 更新するコンテンツを指定できます。

Infrastructure SPIs を使用する と、 HPOM でインフラス ト ラ クチャを管理し、管理ノード と しての HPOM の可

用性、 使用率、 パフォーマンスを監視できます。 Infrastructure SPIs には、 HP OMi でインフラス ト ラ クチャに

関連するイベン ト を分析できる、 設定済みのcontent packが含まれています。
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インフラスト ラクチャ  SPI によるアラート と補助情報の表示

方法

インフラス ト ラ クチャ  SPI は、 インフラス ト ラ クチャの問題の分析、 分離、 および解決に役立つ情報を表示

します。 情報は以下のよ うなさまざまな形式で表示されます。

メ ッセージ アラー ト : HPOM メ ッセージ ブラウザに表示されます。 Measurement Threshold ポ リ シーの設定

と、 コレク タ /アナラ イザが収集した対象メ ト リ ッ クの値を使用して、 インフラス ト ラ クチャ  SPI は適切な

メ ッセージを HPOM コンソールに転送します。 転送されたメ ッセージには、重要度レベルが色付きで表示さ

れます。

説明テキス ト : 問題解決のヒン ト を提示します。 生成されたメ ッセージのプロパティ  シートで利用できます。

テキス ト を表示するには、 メ ッセージを右ク リ ッ ク して、 [プロパテ ィ ] を選択し、 [指示文] タブを選択し

ます。 

レポート : システム、 ク ラスタ、 または仮想化リ ソースの全体像を提示します。 レポートから、 パフォーマン

ス と使用傾向が読み取れます。

グラフ : 使用傾向の確認、 システム間のパフォーマンスの比較、 およびメ ト リ ッ クの収集データの分析に役

に立ちます。 System Infrastructure SPI と  Virtualization Infrastructure SPI には、 事前設定されたグラフが何種類

か付属しています。

注釈: HPOM メ ッセージの追加のメモです。 インフラス ト ラ クチャ  SPI のメ ッセージには、管理ノードで実行

される自動アクシ ョ ンのステータス と出力を提供する注釈が含まれています。

監視対象要素

インフラス ト ラ クチャ  SPI は、 ポ リ シーに含まれているルールとスケジュールの指定に従って対象が定めら

れ、 収集されたインフラス ト ラ クチャ  データを監視するこ とによ り、 HPOM の監視機能を拡張しています。 

IT リ ソースの使用方法が変わり、 機能が進化するにつれ、 ディ スク容量、 処理能力、 メモ リ、 その他のパラ

メータも変わり ます。 現在の要件、および時間経過に伴うそれらの変化を理解するこ とが重要です。 一定の期

間にわたってこれらの要素を監視するこ とは、 IT リ ソースの使用率に対する影響を理解する上で役に立ちま

す。 インフラス ト ラ クチャ管理では、 現在と過去のパフォーマンスを分析して、 将来のリ ソース容量のニー

ズを正確に予測します。

容量監視

容量監視は、 要求に合ったサービス  レベルと コス トでパフォーマンスを提供するのに役立ちます。 容量監視

を行う こ とで、IT インフラス ト ラ クチャの容量を進化するビジネス  ニーズに対応させるこ とができるよ うに

な り ます。 使用率が低いリ ソースや高いリ ソースを特定するのにも役立ちます。 

パフォーマンス監視

パフォーマンス監視は、 パフォーマンスの中断を予防し、 サービス品質に悪影響を与える可能性があるイン

フラス ト ラ クチャの問題を特定するのに役立ちます。 収集されたパフォーマンス  データは、 サーバー、 オペ

レーティング システム、ネッ ト ワーク  デバイス、およびアプリ ケーシ ョ ンのインフラス ト ラ クチャ全体にわ

たってイベン ト を相関させ、 悪化しつつあるパフォーマンス問題の根本原因を防止または特定するために使

用されます。 
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可用性監視

可用性監視は、 リ ソースの可用性を適切に確保するのに役立ちます。 受け入れられないリ ソースの可用性レ

ベルを特定するこ とが重要です。 IT インフラス ト ラ クチャの現在の負荷を計算し、 しきい値レベルと比較し

て、 リ ソースの可用性が不足しないよ うに監視します。

セキュリテ ィ

セキュ リティ監視は、 修復手順を適切なタイ ミ ングで開始できるよ うに、 異種運用環境でのセキュ リ ティの

問題と脆弱性を特定するのに役立ちます。 これはサービスの継続性と情報の安全性を確保するために必要に

なり ます。
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3 キー コンセプ ト
しきい値の設定

ほとんどのポ リシーには、複数のしきい値レベルがあ り、HPOM for Windows コンソールのメ ッセージ アラー

トは設定されたしきい値に依存するため、 各レベルに対して慎重にしきい値を設定する こ とが重要にな り

ます。 

インフラス ト ラ クチャ  SPI を使用する と、 ポ リ シーのしきい値を以下の方法で設定および変更できます。

スクリプ トのパラ メータを使用したしきい値のカスタマイズ

デフォルト値がユーザーの環境に合っていない場合、 しきい値のタイプおよび定義済みのしきい値の限度を

変更できます。 ポ リシーの [スク リプ トパラ メータ ] タブには、 しきい値のパラ メータ名が表示されます。 こ
れらのパラ メータ名には大文字と小文字の区別があ り ます。

Measurement Threshold タイプのポリシーのしきい値を変更するには、 次の手順を実行します。

1 HP Operations GUI を起動し、コンソール ツ リーを使用して、[Infrastructure Management] ポ リシー グ
ループ/policy bankを参照します。

2 該当するポリシー グループ (Virtualization Infrastructure、Systems Infrastructure、または Cluster Infrastructure)、
下位の該当するグループの順に展開して、 変更するポ リシーを見つけます。

3 ポ リシー編集ウ ィンド ウが表示されます。

4 [スクリプ トパラ メータ ] タブを選択し、必要に応じて新しいしきい値を設定します。 ポ リシーに [スク リ

プ トパラ メータ ] タブがない場合、 [しきい値レベル] タブを使用してしきい値を設定できます。
17



図 3　Measurement Threshold ポ リシーのしきい値の変更例

5 [OK] をク リ ッ ク し、 変更を保存します。

ポ リシーを該当する管理ノードに再配布します。

Threshold Overrides (しきい値の無効化) を使用したしきい値のカスタマイズ

「し きい値の無効化」 とい う概念は、 一連のしきい値のターゲッ ト管理ノードへの適用方法を制御するこ と

で、 インフラス ト ラ クチャ  SPI に対する柔軟性を高めます。 ThresholdOverrides ポ リ シーを使用する と、 管理

ノード上の複数のポリシーのしきい値を無効にできます。

複数のポリシーのしきい値を一度に設定するには、 すべてのしきい値パラ メータの名前と値のリ ス ト を作成

し、 管理ノード上のポ リ シー全体のしきい値を無効にします。 このしきい値パラ メータのリ ス ト を使用する

と、 複数の管理ノード上の設定を標準化できます。 ノードの値を変更する場合、 リ ス ト の値を変更して、

ThresholdOverrides ポ リシーを特定の管理ノードに配布できます。
18 第 3 章



図 4　 threshold overrides ポ リシーの例

これらの手順は、 特定の管理ノード上のしきい値設定を無効にするのに役立ちます。 このポ リ シーのコピー

を作成して、 他の管理ノード上の別の一連の値を設定できます。 無効にするしきい値を指定したら、 そのポ

リシーを管理ノードに配布して ください。 

また、 XPL 設定を使用する と、 ポ リ シー内のしきい値を直接変更するこ と もできます。 XPL 内のポリ シーし

きい値の設定を表示および変更するには、 以下のコマンドを使用します。

• XPL 設定の名前空間を表示する場合:

ovconfget eaagt

• しきい値を変更する場合:

ovconfchg -ns eaagt -set < しきい値名 > <無効化しきい値 >

ThresholdOverrides ポ リシーは、 ノード情報のタイプです。 これらのポ リシーによって、HPOM コンソールへ

のメ ッセージが生成および送信されるこ とはあ り ません。
キー コンセプ ト 19



例:

ovconfchg -ns eaagt -set VMFSUsageCriticalThreshold 91

              -set VMFSUsageMajorThreshold 86

              -set VMFSUsageMinorThreshold 81

              -set VMFSUsageWarningThreshold 76

Adaptive Thresholds (適応しきい値)

「適応しきい値」 という概念は、ポ リシーに指定されている固定のしきい値を使用する代わりに、 インフラス

ト ラ クチャ  リ ソースのパフォーマンス特性と使用パターンに関する履歴レコードを使用して、しきい値を決

定するために使用されます。

ポ リシーに設定されている定数のしきい値は、 ある状況には理想的でも、 すべての状況にとって理想的では

あ り ません。 このため、 インフラス ト ラ クチャ  パフォーマンス用の環境設定に従って、 しきい値を変更する

必要があ り ます。 分散システム環境は、 通常、 長期にわたって予測可能な傾向に従います。 適応しきい値は、

前の数日の使用可能なパフォーマンス  データに従って、 しきい値を自動的に計算するのに役立ちます。 

適応しきい値を使用するポ リシーを管理ノードに配布する と、 適応しきい値スク リプ トによって履歴サンプ

ルからベースラ インが設定されます。 サンプル データは、 HP Embedded Performance Component または HP
Performance Agent から収集されます。 これらのサンプルは、 インフラス ト ラ クチャ  パフォーマンスの以前の

傾向を特定するのに役立ちます。 これらの傾向に基づいて、しきい値の範囲が自動的に計算されます。 現在の

パフォーマンス  データ と適応しきい値を比較する と、現在のインフラス ト ラ クチャ  リ ソースの使用率が正常

かど うかが分かり ます。 異常な動作が検出される と、 アラートが生成されます。

標準偏差の計算は、 サンプル集合全体から個々のサンプルを減算し、 結果を平方して、 各平方の総和を取る

こ とによ り行われます。 総和は、 (サンプル数 - 1) で除算します。 標準偏差には、 統計サンプル内のポイン ト

数および最大値と比較した標準偏差と共に上昇する分散レベルを示す信頼因子があ り ます。 この信頼因子

は、 異常な動作の検出時にアラートが生成されるかど うかを示します。 値の信頼因子が 40% 以下の場合、 ア

ラートは処理されません。 これによって、 不適当なデータがある場合の間違ったアラームが排除されます。

このスク リプ トは、現在のデータの平均値と標準偏差レベルを比較して、現在のデータがベースライン  デー

タの標準偏差の 1 倍または 2 倍のいずれかを上回るか下回るかを判断します。 
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図の -1σ から  μ と  μ から  1σ で表される標準偏差の 1 倍以内のデータは、 「信頼」 因子のために処理されま

せん。 現在の値が標準偏差の 1 倍を超えるが、2 倍を超えない場合、ポ リシーによって重要度が注意域のメ ッ

セージが生成されます。 同様に、 現在の値が標準偏差の 2 倍を超える場合、 ポ リシーによって重要度が重要

警戒域のメ ッセージが生成されます。 標準偏差の数と メ ッセージの重要度は、 ポ リ シーのスク リプ トのパラ

メータを使用して設定可能です。

1 ヵ月超の間隔で散発的に使用されるインフラス ト ラ クチャ  リ ソースは、 適応しきい値の実装に適した候補

とは言えません。 たとえば、 四半期末処理でのみ実際によ く稼動する分析サーバーがある場合、 適応しきい

値の計算では、 ベースライン データはあま り役に立ちません。

カッ トオフしきい値

適応しきい値は、 観察した値にベースライン データ と比べて有意差がある場合、 アラームを ト リガします。

使用率が低いシステムの場合、 検討中の統計用に観察される標準値は低くな り ます。 これらの履歴データか

らの小さな差異でも比較的大きな偏差と見なされるため、適応しきい値によってアラームが ト リガされます。

たとえば、 システムの CPU 使用率が 0.5 ～ 4% の範囲で記録されていて、 現在の値が 7% である と します。
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図 5　使用率が低いシステムのデータを使用した CPU 使用率グラフの例

このレベルでは、正常よ り高い CPU 使用率に対してアラート を受け取る必要はあ り ません。 ただし、 システ

ムの CPU 使用率が 50% である場合は、 アラート を受け取る必要があ り ます。

使用率が低いシステムに対して適応しきい値のアラームを受け取らないよ うにするには、 パラ メータにカッ

トオフしきい値を定義できます。 カッ トオフしきい値は、 アラームを発生させるかど うかを判断するのに使

用されます。

たとえば、 システムの CPU 使用率が 0.5 ～ 4% の範囲で記録されていて、 現在の値が 7% で、 カッ トオフし

きい値が 50% に設定されている と します。 このレベルでは、 CPU 使用率が記録されているデータよ り高く

なっていますが、 使用率レベルが 50% 以上に到達するまで、 アラート を受け取り ません。 
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デフォルトでは、カッ トオフ  パラ メータに値は定義されていません。 システム使用率の傾向に応じて、値を割

り当てるこ とができます。 以下の表に、適応しきい値ポ リシーに対して推奨されるカッ トオフ値を示します。 

adaptive threshold ポ リシーのカッ トオフ値を設定するには、しきい値の Threshold Overrides ポ リ シーを使用し

ます。 しきい値の無効化の詳細は、 「Threshold Overrides (しきい値の無効化) を使用したしきい値のカスタマ

イズ」 を参照して ください。

リモート監視

ネッ ト ワーク  ト ポロジでは、 サーバーによって直接監視されるク ライアン トがあ り ます。 このよ うな設定で

は、 ク ライアン トが代わりに、 リモート  エンティティ と呼ばれる他のサーバー、 ディ スク、 またはマシンを

ホス トするか、 対話します。 サーバーは、 ク ライアン ト経由で間接的にこれらのリモート  エンティティ と対

話します。 通常、 これらのリモート  エンティティは、プロキシ接続経由で監視されるエージェン ト レス  ノー

ドです。 リモート  エンティティ とは、 ク ラスタ  ノード、 ク ラスタ  リ ソース  グループ、 仮想マシン、 リモー

ト  ド ラ イブなどのネッ ト ワークでアドレス可能なエンティティです。 

Infrastructure SPI は、 リモート  インフラス ト ラ クチャの監視に役立ちます。 これらの SPI は、管理ノード、 ま

たは SNMP/メ ッセージ許可ノード と して監視される ノード と して追加されます。 

個々のシステムにマウン ト された リモート  ド ラ イブは、Systems Infrastructure SPI ポ リ シーを介して監視され

ます。 リモート  ド ラ イブの領域使用率監視ポリシーは、 別のシステムによって提供されるファ イル共有の領

域使用率を監視します。

表 1　 adaptive threshold ポ リシーに対して推奨されるカッ トオフ値

ポ リシー名 しきい値パラ メータ名 推奨される値

SI-SwapUtilization-AT_ja_JP SwapUtilCutOff 10

SI-PerCPUUtilization-AT_ja_JP CPUUtilCutOff 50

SI-PerNetifInbyteBaseline-AT_ja_JP ByNetifInByteCutOff 1000 (～ 1 KB)

SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP DiskUtilCutOff 30

SI-MemoryUtilization-AT_ja_JP MemUtilCutOff 60

SI-PerNetifOutbyteBaseline-AT_ja_JP ByNetifOutByteCutOff 1000 (～ 1 KB)

VI-VMwareVMMemoryUsage-AT_ja_JP MemUsageCutOff 75

VI-VMCpuEntitlementUtilizationMonitor-AT_ja_JP CPUEntlUtilCutOff 100

VI-VMwareHostDiskUtilization-AT_ja_JP HostDiskUtilCutOff 40

VI-VMwareNetifOutbyteBaseline-AT_ja_JP HostNetifOutbyteCutOff 1000 × ESX/ESXi ホス ト で

実行中の VM の数

VI-VMwareNetifInbyteBaseline-AT HostNetifInbyteCutOff 1000 × ESX/ESXi ホス ト で

実行中の VM の数
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仮想環境では、 HP Operations Agent を実行せずに、 リモートで仮想マシンのパフォーマンス と可用性を監視

できるこ とが重要です。 Virtualization Infrastructure SPI は、仮想マシンを リモートで監視します。 VMware 監視

の場合、 Virtualization Infrastructure SPI は、 vMA から  ESX および ESXi の各リモート  ホス ト を監視します。

ク ラスタ環境では、 Cluster Infrastructure ポ リシーが、 ク ラスタのノード と リ ソース  グループを リモートで監

視します。

Systems Infrastructure SPI は、管理ノードを仮想化されたサーバーまたはクラスタ  システムと して識別した場

合、 必要に応じて virtualization discovery ポ リシーまたは cluster discovery ポ リシーを起動します。 アラート を

適切なエンティティに割り当てられるよ うにするには、 HP Operations Agent が実行されていないノードなど

を、 HPOM 登録ノード内のメ ッセージ許可ノードまたは SNMP ノード と して追加できます。 インフラス ト ラ

クチャ  SPI では、 HPOM 登録ノード内のノードの追加は、 自動的に行われる場合と、 手動で行う場合があ り

ます。 ノードがインフラス ト ラ クチャ  SPI によって自動的に登録ノードに追加されるのか、 手動で追加する

必要があるのかを確認するには、 以下の表を参照して ください。

アラート を監視の実行元のホス トでな く リモート  システムに割り当てられるよ うにするために、多くのイン

フラス ト ラ クチャ  SPI ポ リ シー ( リモート監視を実行可能) には、 ニーズに応じて 0 または 1 に設定できる、

AssignMessageToRemoteHost というパラ メータ設定があ り ます。

表 2　 ノードが HPOM 登録ノードに自動的に追加されるシナリオ

ノードの自動追加シナリオ ノード  タイプ

ク ラスタ  ノード SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード

ク ラスタ  リ ソース  グループ SNMP/メ ッセージ許可/仮想ノード /管理ノード

vMA に登録されている  ESX ホス ト SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード

vMA に登録されている  ESXi ホス ト SNMP/メ ッセージ許可ノード

vMA に登録されている  vCenter ホス ト SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード

表 3　 ノードが HPOM 登録ノードに自動的に追加されないシナリオ

ノードが自動追加されないシナリオ ノード  タイプ (追加可能なタイプ)

NFS/Samba (CIFS) 共有プロバイダ SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード

vCenter ホス トで、 vMA に登録されている  ESX/ESXi ホス ト を

管理しているが、 vMA で登録されていない vCenter ホス ト

SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード

Hyper-V ゲス ト仮想マシン SNMP/メ ッセージ許可/管理ノード
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図 6　ポ リ シー内の AssignMessageToRemoteHost パラ メータの例

値を 1 に設定する と、 アラート  メ ッセージのプライマ リ  ノードを リモート  ホス ト と して表示できます。 デ
フォルトでは、 メ ッセージはメ ッセージの送信元の管理ノードに割り当てられます。
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4 インフラスト ラクチャ  SPI エキスパート との

対話
こ こでは、 インフラス ト ラ クチャ  SPI のシナリオを紹介します。 

この例では、 Newbie とい う最近採用された管理者が、 インフラス ト ラ クチャ  SPI のインス トールと配布の責

任者と してアサインされたと します。 この新しい管理者には、 インフラス ト ラ クチャ  SPI や以前のバージ ョ

ンの Virtualization Infrastructure SPI に関する知識があ り ません。 彼女は、上級管理者で運用管理機能のパワー

ユーザーである  InfraSPI エキスパートに、 製品を理解するための支援を求めています。 以下はこの 2 人の間

で交わされた会話です。

Newbie:  最近、 使用中のサーバーの 1 台の処理速度が遅くな り、 システム上で実行されるデータベース  イ
ンスタンスの応答時間が異常になるこ とがよ くあるんです。

InfraSPI エキスパート : CPU と メモ リの使用率を監視しても、 システム上のボ トルネッ クが見つかり ません

でしたか?

Newbie:  見つかり ませんでした。

InfraSPI エキスパー ト : Systems Infrastructure SPI の CPU CPU bottleneck diagnosis (ボ ト ルネッ ク診断) ポ リ

シーと  memory bottleneck ( メモ リ  ボ トルネッ ク診断) ポ リ シーを ノードに配布してみて ください。 これらの

ポ リ シーが、 上位 10 の CPU 占有プロセス と メモ リ占有プロセスをそれぞれ報告して くれます。 きっと問題

の原因を特定するのに役立つはずです。

Newbie:  やってみます。

Newbie:  これらのポ リ シーを配布した と こ ろ、 サーバーの処理速度が遅く なった理由が分か り ま した。

Systems Infrastructure SPI が HPOM コンソールにアラート  メ ッセージを送信したため、 問題の根本原因をす

ぐに把握できました。 送付されたメ ッセージには、CPU と メモ リの使用率を占有している上位 10 のプロセス

が表示されています。

InfraSPI エキスパート : よ くやり ましたね。 と ころで問題は何でしたか?

Newbie: 散発的に CPU 消費と メモ リ使用率を増大させている、 ローグ アプリ ケーシ ョ ンが実行されていた

んです。 そのローグ アプリ ケーシ ョ ンを修正しました。

InfraSPI エキスパート :  なるほど。

Systems Infrastructure SPI に付属し ているポ リ シーの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Systems
Infrastructure ユーザー ガイ ド  』 を参照してください。

Newbie:  この方法は、 問題を特定するのに非常に有効でした。 でも、 いつもビジーまたはアイ ドルなシステ

ムの場合は、 ど う したらいいのでし ょ うか?

InfraSPI エキスパート : 使用率の高いシステムまたは低いシステムの場合、 Systems Infrastructure SPI の CPU
utilization (CPU 使用率監視) ポ リシーと  memory utilization monitor (メモ リ使用率監視) ポ リ シーをノードに配

布する といいですよ。 これらは adaptive threshold (適応しきい値) ポ リシーで、 正確な結果が得られます。

Newbie:  adaptive threshold ポ リシーについては、 読んだこ とがあ り ます。 これらのポ リ シーは、 パフォーマ

ンス特性や前に収集したデータのパターンから学習し、 現在の使用率が正常かど うかを統計的に判断するも

のですね。 これらのしきい値は、 履歴データに基づいて自動的に計算されるんですよね。

InfraSPI エキスパート :  そのとおり。 実際に問題のあるシナリオに関するアラートのみを受け取り ます。 auto
threshold determination (自動し きい値決定) ポ リ シーを簡単に特定するには、 SI-SwapUtilization-AT_ja_JP や
VI-VMwareHostDiskUtilization-AT_ja_JP などのよ うにポ リ シー名の末尾に AT が追加されているかど うかを

確認して ください。
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adaptive threshold (適応しきい値) の計算方法の詳細は、「Adaptive Thresholds (適応しきい値)」 を参照してくだ

さい。

Newbie:  分かり ました。 また、 多くのポ リシーを使用している うちに気づいたんですが、 危険域のしきい値

パラ メータに 「65535」 とい う妙な値が割り当てられていました。

InfraSPI エキスパート :  この値は、 危険域のしきい値パラ メータをマスクで除外するために、 意図的に割り

当てられているんです。 これで、 システムは危険域のアラート  メ ッセージを生成しな くな り ます。 必要に応

じて、 危険域のしきい値レベルを手動で定義するこ と もできます。

Newbie: でも、 なぜ 65535 なんですか?

InfraSPI エキスパート :  単なる数字ですよ。 マスクの場合、 100 を超える任意の数字を指定できます。

Newbie:  分かり ました。 VM state monitor (VM 状態監視) ポリシーはどのよ うに使用したらいいのでし ょ うか?

InfraSPI エキスパート :  VI-StateMonitor_ja_JP ポ リ シーは、 ホス ト  サーバーとそのサーバー上に設定されて

いるゲス ト仮想マシンの状態を報告します。 このポ リ シーは、 基本的に、 仮想マシンを監視し、 その状態の

変化を報告します。

Newbie:  マシンが過渡段階でハングまたは処理不能になり ますが、 ど う してでし ょ うか?

InfraSPI エキスパート :  よ く聞いてくれました。 Virtualization Infrastructure SPI は、仮想マシンが起動、スナッ

プシ ョ ッ ト 、 移行、 保存、 停止などの過渡段階で 30 分以上処理不能になる と、 アラート を送信します。 この

ポ リシーは、仮想マシンの実行に関する状態の移行または問題 (存在する場合) を特定するのに非常に役に立

ちます。

Newbie:  も う  1 つ、テス ト用の仮想マシンで毎晩発生する計画停止についてですが、 これは意図的なもので、

スケジュール済み停止の VM 状態の変更に関する メ ッセージは不要です。 これらのサーバーに関するアラー

ト を受け取らないよ うにするには、 ど う したらいいのでし ょ うか?

InfraSPI エキスパー ト :  良い質問です。 毎日事前に定義された時刻に計画停止される ノード  (21:00:00 に
シャッ ト ダウンされ、翌朝の 05:00:00 に復元されるテス ト用の仮想マシンなど) の場合、AlertOnPlanned
Outage パラ メータを true に設定する と、 VI-StateMonitor_ja_JP ポ リ シーからの状態変更に関するアラート

メ ッセージを受け取らないよ うにできます。 この設定でポ リ シーを配布する と、 VI-StateMonitor_ja_JP ポ リ

シーでは、 指定された期間、 監視対象ノードに関する  VM 中断アラー ト を生成しな く な り ます。 virtual
infrastructureの監視用に提供されるポ リ シーの詳細は、 『Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure SPI ユー

ザー ガイ ド  』 を参照してください。 

Newbie: サーバーの高可用性を確保したいク ラスタ化された Web サーバーがあ り ます。 このサーバーをダ

ウンさせるわけにはいきません。 quorum 侵害や単一点障害状況などの危険域サービス  レベル水準を監視し、

アラート を発生させるのに役立つポリシーはあ り ませんか?

InfraSPI エキスパート :  Cluster Infrastructure SPI に CI-ClusterMonitor ポ リシーが用意されています。 このポ リ

シーは、 次のよ うな条件を監視します。

• ク ラスタがダウンまたはオフラインになっている。

• 大半のノードがダウンしていて、 ク ラスタ  quorum が維持されていない。 (n/2 + 1) 個のノードがアクティ

ブな状態でない場合。 たとえば、 ク ラスタ内に 6 つのノードがあ り、 アクティブなノードが 4 未満の場

合、 ポ リシーによってアラートが発生します。 

• ク ラスタ全体でアクティブなノードが 1 つしかなく、 単一点障害 (SPOF) と ク ラスタの可用性に関する

潜在的な リ スクがある場合。

このポ リシーは上記のすべての条件に対してアラート を送信するため、 ク ラスタの可用性水準に対する何ら

かの侵害があれば、必ず通知されます。 cluster infrastructure の監視用に提供されるポ リシーの詳細は、 『Smart
Plug-in for Cluster Infrastructure SPI ユーザー ガイ ド  』 を参照してください。

Newbie:  役に立つ情報をあ りがと う ございました。
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